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                            Abstract 

 At the end of the seventeenth century, a new type of flute was invented. The 

new instrument, today known as the baroque flute, was significantly different 

from any type of flutes available in the previous periods. New elements to the 

flute included a seventh tone hole and a key that closes and opens the added 

tone hole. The key, called the E-flat key, played an important role in the develop-

ment of the flute and the music written for it in the eighteenth century, since the 

intonation of the new instrument was, with the key, greatly improved over the 

older flutes. In addition, the fingering for some notes also became remarkably 

simpler, eliminating awkward fingerings such as those for E-flats/D-sharps and G-

sharps/A-flats, which were produced through partly covering some of the tone 

holes. 

 Today, a baroque flute player can learn much about the use of the E-flat key 

from the treatises written in the eighteenth century. The information in the trea-

tises, however, is not consistent. Some writers including Quantz and Hotteterre, 

the authors of the two most important eighteenth-century treatises, suggest us-
ing the E-flat key as little as possible. Others, however, are much more open-

minded, allowing a player to depress the key for those notes where the pitch is 

adversely affected. These discrepancies exist because each treatise writer had 

different views on the construction of the instrument, tone quality, and intonation. 

However, many baroque flute players today, especially those who perform on 

both modern and baroque flutes, tend to overuse the key, uniformly following the 

modern flute-playing method, in which the key is used to produce nearly all 

notes. This type of playing is disagreed not only by Quantz and Hotteterre but 

also by those treatise writers who allowed the frequent use of the key. To under-
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stand eighteenth-century music and flutes， today's players need to determine ex-

actly how Quantz， Hotteterre， and others regarded the use of the key to avoid

blindly imitating the modern flute-playing method. This paper examines the writ-

ings of Quantz， Hotteterre， and others in detail to guide today's baroque flute

players in seeking the most appropriate way of using the key.

は じめに

 今 日バ ロ ック ・フルー トと呼 ばれて いる楽器 は，18世 紀 全般 にわ たっ

て使 用されていた，銀 な どの金属 でで きた鍵(キ ー)を1つ 持 つ，主に木

で作 られて いた フルー トの こ とで ある。 この楽器 の 原型 は，18世 紀 にお

いて最 も重 要 なフルー トのた めの教則 本 を書 い た ヨハ ン ・ヨアヒム ・ク

ヴ ァ ンツ(Johann Joahim Quantz，1697-1773)に よ る と，1670年 頃 現 れ

た と考 える こ とがで きる。(1>それ まで は， ルネ ッサ ンス ・フルー トとい

う，バ ロ ック ・フルー トと比較 する と構造 が単純 な楽器が存在 していた。

ルネ ッサ ンス ・フルー トには多 くの種類 があったが， これ らに共通 してい

る事柄 は，ボア(内 径)が 頭 か ら先 までほぼ円柱 で，切 れ 目のない1本 の

管 として， または，吹 き込み口を持 つ頭 部 と，指孔 がある本体 とに分け ら

れて制作 されていた。 また， ピッチを変える手段 としては，指孔が6つ あ

るのみで あった。この ような楽 器 に，17世 紀 後期 に画期 的 な改 造が加 え

られ，バロ ック ・フルー トが誕 生 した。

 ル ネ ッサ ンス ・フルー トか らの重要 な改良点 は2つ あった。1つ は，ボ

アが円柱 に代 わって，頭 部か ら足 部に向かってテーパーが施 されている円

錐 のデザイ ンに変更 されたこ とにある。 これに よりバロ ック ・フルー トの

音程 は，特 に第2オ ク ターブ以上 の音 の音程 が飛躍 的に改善 されただけで

な く，6つ の指孔 を，良い音程 を確保 しなが ら自然 に手 を広 げた範 囲の位

 こ の論 文 は ，平 成13年 度 慶 應 義 塾 学 事 振 興 資 金 に よ る 研 究 補 助 を 受 け て行 わ

れ た研 究 に 基づ い て い ます 。

(1)Johann Joachim Quantz， Versuch einer Anweisung die Flote traversiere zu

 spielen(Berlin：Johann Friedrich Voss，1752)， 第1章 ， 第5節 参 照 。



バ ロ ッ ク ・フ ル ー トに お け る 右小 指 の 運指 135

図1 バ ロック ・フルートの概観および指孔の位置
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置 に設 けるこ とが で きるようになった。(2)この ような構造 を持 つ本体 を よ

り容易 に制作す るためにバロ ック ・フルー トは，初期 においては3つ の部

位(頭 部 ，本体 ，足部)を 持つ ，そ して後には本体 が2分 割 される ように

な り，4つ のセ クシ ョンか らなる楽器 となった(図1参 照)。

 2つ め の改良点 は，足部 に設 け られた7つ 目の 穴であ る。 ここには，例

えボアにかな りのテーパーを持 たせ た として も， この穴を指で届 く場所に

設置す るこ とが構造上不可能 なので，キーを操作 する ことに よ り開閉が行

われる仕組 みが与 え られた。 このキーは，右利 きの演 奏者の場合，右小指

によって操 られ，キーを押 さえる と穴が開 き，キーか ら小指が離れ ると閉

じられる。 この7つ 目の穴の存在 は重要で， これに よ り，ル ネッサ ンス ・

フルー トでは1つ の指孔 を半分閉 じる ことに よってのみ得 ることがで きた

d'一sharpに 代 表 され るい くつかの音 を，無理 な くそ して正確 に出せ る よう

になった。 さらには，キー を使用する ことに よ り，多 くの音の音程が よ り

確実な もの となった。

 バ ロック ・フルー トの誕生に不可欠な要素 とな った7つ 目の穴 を開閉す

(2)John Solum， The Early Flute， Early Music Series 15(Oxford：Clarendon

 Press，1992)，p.34参 照 。 ル ネ ッサ ンス ・フ ル ー トに 見 られ る 円 柱 デ ザ イ ンの

 ボ ア で は ， 指 孔 を最 良 の 音 程 が 得 られ る場 所 に設 け る こ と は不 可 能 で あ る。 な

 ぜ な らば ， 理 想 的 な 場 所 に指 孔 を設 け る と， 指 孔 と指 孔 の 間隔 が 大 き くな りす

 ぎ， そ れ らを 指 で 覆 う こ とが で き な くな るか ， 手 が 広 が りす ぎて運 指 が 困 難 に

 な っ て し ま うか らで あ る。 また ， バ ロ ッ ク ・フ ル ー トの 指 孔 自体 に も， ほ と ん

 どの場 合 ， よ り良 い 音 程 を得 るた め に， ボ ア と同 様 ， 円錐 の デ ザ イ ンが 持 た せ

 て あ った 。 す なわ ち， 本 体 の 表 面 に は， 指 で 穴 が カバ ー で きる よ うな 小 ぶ りの

 穴 が 開 け られ て い た の み だが ， この 穴 は内 部 に向 か っ て広 が る よ う に カ ッ トさ

 れ て い た 。 ち なみ に， この よ う な工 法 は， ア ン ダ ー ・カ ッ トと呼 ば れ る。
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るキ ー だが，この運指の仕 方 として，18世 紀 に出版 された フルー トの た

めの教則 本の中で，相反す る2つ の方 法 を見出す ことが で きる。18世 紀

に書 かれ た教則 本は，1707年 に 出版 され た ジ ャ ック ・オ トテー ル(Jac-

ques Hotteterre，1674-1763)に よ るP7勿 の θ∫(3)か ら始 ま り，前 述 の ク

ヴ ァンッの著作 を含 め少 な くとも14種 類 ある。(4)これ らの教 則本 に載せ

られて いる運指表 を比較 してみ ると，音 によってはか な り異 なる運指方法

を見 出す こ とがで きる。(5)これ は， フルー トとい う楽 器が，1鍵 とい うデ

ザ インを踏襲 しなが らも，18世 紀 を通 じて常 に進化 して いた とい うこ と

と，地域や時代 によって，フルー トの音 質または音色 ， さらには ピッチや

音 程 に対 す る考 え方 に統一性 が なか っ た とい う事 実 に起 因す る。つ ま

り，18世 紀 の どの時 期， また は どこの地 域 で制 作 され た楽 器 か に よっ

て，音 程そ して音 質が微妙 に異 な り，運指方法に多 くのバ リエー シ ョンが

存 在する結 果 となった。オ トテールや クヴ ァンツは，教則本 を残 しただけ

でな く，フルー トを実際に製作 し，その楽器 を念頭に作曲 を行った。 した

がって，彼 らの作品 を，彼 らによる楽器 また はそれ らを精密 にコピー した

楽器 を使用 して演奏す る場合は，彼 らの運指方法 を用いれ ばよい。 しか し

なが ら，他の教則本著者達の多 くは， フルー トの ための作 品を残 している

(3)Jacques Hotteterre(le Romain)，Principes de la flicte traversiere， ou flute

 d'Allemagne (Paris：Christophe Ballard，1707).

(4)マ ー ガ レ ッ ト ・ニ ュ ー ハ ウ ス は ，1986年 に ，18世 紀 に 出 版 さ れ た フ ル ー ト

 教 則 本 に 見 ら れ る 運 指 を 統 括 的 に 比 較 し て い る 。Margaret Neuhaus， The Ba-

 Toque Flute Fingering Book(Naperville， Ill.：Flute Studio Press，1986)参

 照 。 同 様 な こ と は ， そ の 後 ジ ャ ニ ス ・ ド ッ ケ ン ドル フ ・ボ ー ラ ン ドに よ っ て も

 行 わ れ て い る 。Janice Dockendorff Boland， Method for the One-Keyed Flute

 Baroque and Classical(Berkeley：University of California Press，1998)参

 照 。

(5>例 え ば ， ニ ュ ー ハ ウ ス の 比 較 表 か ら ，c”'の 運 指 方 法 と し て 少 な く と も13種

 類 を ，b'1c”'一sharpト リ ル で は11種 類 を 見 出 す こ と が で き る 。 Solum， p，96参

 照 。
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が ，楽 器の制作 は行 って いなか った。 また，18世 紀 に書 かれ た教則本 の

中で，特 定の楽器を対象 として運指表が制作 された とい うことが明確に さ

れているのは， クヴ ァンツ，オ トテール， ヨハ ン ・ゲオル グ ・トロム リッ

ッ(Johann George Tromlitz，1725-1805)に よ る著 書(6)の ほ か は稀 で あ

る。 つ ま り，現 在博物館 な どで保 存 されているオ リジナルのバ ロック ・フ

ルー トの多 くを， またはそれ らの複製を演奏するにあた り， どの教則本に

ある運指 表を用いるのがベス トなのかは，教則本を表面的に追 うだけでは

判 断で きない。 また，教則 本の著者が書 いた フルー トのための作品は，18

世紀 に書かれたフルー ト作 品のほんの一部で しかな く，大半の曲 を演奏す

るにあったては， どの楽 器を使 用するべ きである とか， どの運指方法が最

適 であるかな どとい う指示 は されていない。 これ らの事柄は，歴史的事実

か ら特 定で きる場 合 もあるが，多 くの場合，演奏者が当時の文献 などか ら

総 合的 に判 断 しな くてはな らない。そ こで この論文 は，18世 紀 の フルー

ト作 品をバロ ック ・フルー トで演奏する とき， どの ような基準で運指方法

を選択す るべ きなのか とい うこ とを，右小指 の運指 を中心 に，18世 紀の

教則本 としては最 も重要だ と考え られてい るクヴァンツとオ トテー ルの著

書に特 に注 目して考察 してい く。

右 小 指 の 運 指 に 関 す る 問 題 点

 フ ル ー トに キ ー が 加 え ら れ た こ と に よ り， こ の キ ー を 使 用 し な い と 奏 で

る こ と が で き な い と い う 音 が バ ロ ッ ク ・フ ル ー トに 存 在 す る こ と と な っ

た 。 代 表 的 な も の は ， キ ー が と き に はE-flatま た はD-sharpキ ー と も 呼 ば

れ る よ う に ，d'一sharp le'一flat， d”一sham：)1e”一fat， d'”一sharp le'”一fatの3音

で あ る 。 こ の ほ か に ，e'” や ズ”が あ る が ， こ れ ら の 音 を 出 す に は ， 右 小 指

を 使 用 す る(押 さ え る こ と に よ り7つ 目 の 穴 を 開 く)こ と が 不 可 欠 で ， こ

こ に 運 指 の 疑 問 は な い 。 一 方 ， キ ー を 使 用 し て も し な くて も 音 程 に 変 化 が

 (s) Johann George Tromlitz， Ausfzihrlicher and griindlicher Unterricht die

 Flote zu spielen (Leipzig：Adam Friedrich Bohme，1791)o
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認 め られない音が ，バ ロ ック ・フルー トには多 くあ る。(7)これ らには少 な

く と も8つ あ り， これ ら を音 の低 い 方 か ら並 べ る と，g'a， b'c'Cn_

sharp， g'～α”，そ してb” となる。楽器 に よって は， キー を使用 す る と微

妙 に音 質が変 わる場合 もあ り，このこ とに注 目して運指 が定め られている

場合 もある。 いず れにせ よ， これ らキーを使用 して も使用 しな くて も音 程

に変化が生 じない音 を奏 でる とき，キーを右小指 で押 さえるべ きなのかそ

うで ないかが 問題 となる。

  オ トテールや クヴ ァンツに よる教則本 には，これ らキーを押 して も押

さな くて も音程 に影響が 出ない音 につ いて，右小指 の使用 を認 めていない

運指 方法が表 となって載せ られてい る。 しか しその一 方，18世 紀 に出版

された他 の教則本 には，右小指の使用が指示 されている場合 もあ り， さら

には，8つ の音の中で も音 によって右小指の使用が推 奨 されていた りされ

て いなか った りす るケース も見 られ る。(8)この ように，相反 する運指が ほ

ぼ 同時期 に出版 された教則本 に混在 している わけだが，19世 紀 に入 る と

この傾 向が見 られな くなる。1800年 以 降 にお いては，キ ーに よ り音程が

左右 され ない音 に関 して，右小指 を使用 した運指方法 が圧倒 的に支持 され

るようになる。(9)そ して この運指方法は，ベーム式の フルー ト，す なわち

(7)こ れ らの 音 に関 して の 記 述 は，Quantz， Versuch， 第2章 ， 第9節 やAntoine

 Mahout， Nouvelle Methode pour ap[pJrendre en peu de tem[pJs a jouer de la

 flute traversiere(Amsterdam：Hummel，1759)，p.8な ど に 見 る こ とが で き

 る。

(8)Neuhaus， The Baroque Flute， pp。57-65参 照 。 ち な み に8・'の音 を 例 に と る

 と，18世 紀 中 に 書 か れ た14の 教 則 本 の 内 ， キ ー の 使 用 を指 示 して い る の が4，

 キ ー の 不 使 用 が9， い ず れ の 運 指 を認 め て い るの が1と な っ て い る。

(9)ニ ュ ー ハ ウ ス の 著 書 で 取 り上 げ られ て い る ，19世 紀 に 出 版 され た6冊 の 教

 則 本 す べ て が ， キ ー に よ り音 程 に 変 化 が 出 ない8つ の 音 に対 して ， 右 小 指 の 使

 用 を指 示 して い る。19世 紀 に な って ， 右 小 指 の 使 用 が 広 く容 認 さ れ た の は ，

 お そ ら く，18世 紀 末 以 降 ， 左 親 指 で 操 作 を 行 うキ ー を備 え て い る フ ル ー トが

 一 般 的 にな って きた か らで あ る。 この よ う な新 しい タ イ プの 楽 器 を演 奏 す る 際
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モ ダ ン ・フルー トに まで踏 襲 されてい く。

 今 日，ほ とん どのバ ロック ・フルー ト奏者は，バ ロック ・フルー トを習

得す る前 に，モ ダン ・フルー トの訓練 を受けてい る。そのため，現代のバ

ロ ック ・フルー ト奏者 ，特 にモ ダン ・フルー トをよ り多 く演奏す る機会が

あるプ レーヤーは，バ ロ ック ・フルー トを演奏 す る際，右小指 を必要以上

に使用す る傾 向が ある ように思 われる。 これは，い くつかの教則本 によれ

ば，決 して間違 った運指法 ではないが，オ トテールや クヴァンツによれば

正 しくない演奏方法 となる。現代 のバロ ック ・フルー ト奏者であ るボー ラ

ン ドは，今 日の演奏者用 に書 いた 自身に よる教則 本の中で，右小指の運指

につ いて は，基本 的に クヴ ァンッの運指 に従 うこ とをア ドバ イス してい

る。す なわち， キーに より音程が変化 しない音 に関 しては，キーの使用 を

薦 めてい ない。(lo)この 理 由 として ボー ラ ン ドは，右 小指 でキ ーを必要 以

上 に使用す る と，その指 を リラ ックスす るこ とが で きな くな り，手全体 に

悪影響が 出る というこ とを挙 げている。 しか しこれは，初心者 に とっては

現実 的なア ドバ イスではあるが ，キーの使 用を認めていた教則本の著者達

を否定す る根拠 にはな らない。 また，後述す るが， クヴァンツの フルー ト

は，決 して典型 的な楽器 と捉 えるこ とはで きず ，彼 に よる運指方法が必 ず

 は，左親指がいつでもキー操作を行える状態にしておく必要がある。1鍵 フ

 ルー トでは，この左親指が，楽器のバランスを保つのに最も重要な役割を担っ

 ていたが，新 しいタイプの楽器においては，左親指をキー操作にも用いるの

 で，この指を中心に楽器を支えることが困難となる。そのため，次第に右小指

 を補助的に使用する奏者が増えていったかと思われる。そしてこのような右小

 指の使い方が，1鍵 フルー トの運指においても後に容認されるようになったの

 ではないかと推測できる。なお トロムリッツは，1791年 出版の著書の中にお

 いて，左親指で操作するキーについて触れていて，このキーを視野に入れて左

 親指のポジションを決定するべきだとしている。しかし，この部分で彼は，右

 小 指のことについては述べていない。Tromlitz， Ausfiihrlicher， 第2章 ，第3

 節参照。

(10)Boland， Method， p.56参 照。
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しも他のあ らゆ るバ ロ ック ・フルー トに適 してい るわけで はない。

楽器の特性 と右小指の関係

 バ ロ ック ・フルー トには，キー によ り音程 に変化が表れ ない音が少 な く

とも8つ あ るとい うことはすで に述べた。 この ことは，楽器の構造か ら簡

単 に理解す ることがで きる。図1に あ るように，吹 き込み 口があ る頭部 に

最 も近い指孔 を1と し， キーが設 け られてい る穴 を7と した場合， キーの

使用 によ り音程 に影響 しない音 を奏で るの に，4，5， そ して6の 指孔が

カバー され る こ とはな い。(ll)吹 き込 み 口か ら送 られ て くる演 奏 者 の息

は，物理的 に，吹 き込み口か ら最 も近い ところで開いてい る指孔か らまず

抜 けてい く。 したが って，4，5， そ して6の 指孔すべてが オー プ ンな場

合，楽器の先端 近 くに位置 す る7つ 目の穴 まで到 達す る こ とがで きた息

は，その量 が吹 き込 まれた と きと比較 す る と少 な くなって い るだけで な

く， スピー ドそ して圧力 も大方失われ てい る。 さらには，7つ 目の穴 と楽

器の最先端  こ こには閉 ざされ るこ とが ない穴，す なわち吹 き抜 け口が

設 け られてい る  との距離 は短 く， さ らには，7つ 目の穴 の付 近か ら最

先端 に向 けてボアが，微妙 にだが広が っている円錐形 となっている(頭 部

か ら7つ 目の穴付近 まで は，前述 したように， これ とは逆方向の テーパー

が施 してあ る)。 そのため，4，5，6の 指孔 を経て7つ 目の穴 に達 した

息 は， た とえそ この穴が キー操作 によ り開 け られてあ って も，足部の ボア

の デザ イ ンによ り，楽器の最先端 にあ る，7つ 目の 穴 よ りはるかに大 き く

開 け られ た吹 き抜 け口へ向か うこ ととなる。その ため， キーが押 されて い

て も，音程 に変化が現れ ない。

(11)8つ の 音 の 最 も一 般 的 な 運 指 を 表 す と次 の よ う に な る。g'とg” は 同 じで1

 23ixxx (7)， α'とaは12xlxxx (7)，b'とb” は1xxlxx

 x(7)，c” はx23ixxx(7)，c” 一sharpはxxxlxxx(7)と な る

 (指 に よ りカバ ー され る指 孔 は数 字 で ， オ ー プ ンの もの はxで 示 され て い る)。
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 18世 紀 にお いて，バロ ック ・フルー トのほか に も， キー を持つ 管楽 器

は， オー ボエ を始め として何種類 もあった。 そ してそれ らの楽器 には， フ

ルー ト同様， キーを押 さえて も押 さえな くて も音 程に影響 が出ない音 がい

くつ も存在 した。 しか し， これ らの音 につ いては， フルー トの場 合 と異 な

り，相反す る運指方法 を， 当時書 かれたそれぞれの楽器 のための教 則本中

に見 出す こ とはで きない。 これ らの楽器 の演奏 にあたっては，キーを使 用

しなければ発す るこ との で きない音 に対 して当然 なが らキーが 用い られる

が ，その他 の音で は，キーが 使 われ るこ とはない。 この ような運 指概 念

は，実 は とて も自然 なこ とである。 なぜ な らば，フルー トを含む木管 楽器

は，指 をいろいろな組み合 わせ で用 いて穴を開閉す る ことに よりピッチの

変化 を得 ているため， ときには とて も複雑 な運指が求 め られる。 この よう

な状況下 では，必要以上 の指 の動 きは無用 であるばか りか障害 ともなる場

合 もある。 しか しなが ら，バ ロ ック ・フルー トの演奏 については，必要以

上 の動 きとして捉 えるこ とが で きる，右小指 の使 用が慣 習的に行われてい

た とい う証言 もある。 なぜ この ような運指が容認 されていたのか を理解す

るには九他 の木管楽器 とは異 なる， フルー ト独特 の構 え方 を考 える必要が

ある。

 オ ー ボエな どの，フ ルー ト以外 の木管 楽器 を演奏 す る場 合，楽器 を縦

に，つ まり楽器 が地面 と垂 直になる ように構 え る。 この とき，楽器 を支 え

るのは，主に口 と左右 の親指(特 に右の親指)と なる。両手人差 し指，中

指，お よび薬指 は，常 時動 かす必 要があるので，補助 的に楽器 を支える こ

とにな る。その 一方バ ロ ック ・フル ー トは， この 楽器が ときには フラ ウ

ト ・トラヴェル ソまたは トランス ヴァース ・フルー トと呼ばれ るように，

縦 ではな く横 に，すなわち楽器が地面 と平行に なるように構 えられ る。 こ

の場 合，楽器を手の中で均 衡に保 つ とい う役 目を最 も担 ってい るのは，左

手の親指 と人差 し指の付け根 になる。右親指お よび口 も支 えとな り，他の

指 も， わず かなが らだが補 助的 に楽器 を支 える こ とを行 う。 ク ヴ ァンツ

は，頭部 を口 に当てた上で，左 手の親指 と人差 し指のみで楽器のバ ランス
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を取 るべ きであ る と してい る。(12)しか し，実 際 にバ ロ ック ・フルー トを

演奏 してみ ると，左手 だけで楽器のバ ラ ンスを保つ こ とは とて も困難 なこ

とであ る。特 に，速い音が含 まれてい るパ ッセージを奏で る ときな ど，左

人差 し指，中指，そ して薬指 を常時動か さな くてはな らない ところでは，

構 えた楽器の均衡 を保つの は容易で はない。 しか しなが ら，左手 に加 え右

小指 を支 えのポ イン トとして用い ると，楽器 を格段 に安定 して構 えるこ と

がで きる。 この ことが，今 日多 くのバ ロ ック ・フルー ト演奏者が ，必要以

上 にキー を使用 したが る原因の1つ となっている。

 左 手のみで均衡 を保 ちなが ら楽器 を構 えるというこ とが難 しい理 由 とし

て は，楽 器の重 量 を挙 げ る ことが で きる。 バ ロ ック ・フルー トの材質 に

は，密度が高 く硬い ものが適 してい るとされ ていた。 これ らの材 質は，楽

器 にしっか りとした音質 と豊か な音量 を与 えるだけでな く，演奏者 の息 や

気候 などが原因で起 こる温度変化 に対 して十分 な耐久性が ある と考 え られ

ていた。今 日残 されてい る楽器の多 くは，黒檀や柘植 な どの重量が ある木

の ほ か，象牙 な ど も使 われ て製 作 され て い る。(13)ま た ，バ ロ ッ ク ・フ

ルー トの頭部，本体，足部の各 セクシ ョンの継 ぎ目には，象牙 の リングが

埋 め込 まれ てい る場 合が 多か った。象牙 リングが用 い られ た理 由の1つ

は，継 ぎ目の受 けの部分 にお いて，楽器がか な り薄 くまで削 られるこ とが

あ り，そ この部分 にひび割れが生 じやす く，何 らかの補 強が必要 であった

ケー スが多か ったか らで ある。 しか しなが ら，象牙 の リングにはそれな り

に重 さが あ り，決 して軽 くない楽器 の総重量 をさ らに上 げて しま う場合 も

あ った。 いずれ にせ よ，楽器が重 くなる と，その分左 親指 と人差 し指付 け

根 に負担がかか り，バ ラ ンスが取 りに くくなる。

 ク ヴァンツが推奨 して いるような，楽器 を左手 のみで支える とい う構 え

(12)Quantz， Versuch， 第2章 ， 第3節 参 照 。

(13)ク ヴ ァ ン ツは ， フ ルー トの 材 料 と して使 用 さ れ て い る材 質 の 中 で ， 柘 植 が 最

 も… 般 的 で あ り， 耐 久 性 が あ る と して い る。 しか しなが ら，最 も美 し く明 瞭 な

 音色 が 得 られ る材 質 は， 黒 檀 と して い る。Ibi(1，，第1章 ， 第18節 参 照 。
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方 は ，18世 紀 の フルー ト奏 者達か ら必ず しも現 実的 な もので はなか った

と捉え られ ていた こ とが，ク ヴァ ンツに よる著書 も含め た18世 紀の教則

本か ら， さらには ルネッサ ンス ・フルー トの運指か ら窺 うこ とが で きる。

例えば オ トテー ルは， 自身 による教則本の 中で，楽器 の構 え方に関 してそ

れほ ど多 く述べてい ないが，右小指 について は， この指 を6つ 目の指孔 と

足部継 ぎ目の装飾部 分の 間に置 くと してい る。(14)そ れ 以上 の こ とは，楽

器の構 え方が示 されてい るところで は書かれて いない。 しか しなが らオ ト

テールは，それぞれの音の運指 につ いて説明 している箇所 で，右小指 のポ

ジシ ョンの ことを数回述べてい る。(15)そこには，なぜ この ような場所 ，つ

ま り指孔があ るわけで もな くキーがあ るわけで もない ところに右小指 を置

くべ きなのかが記述 されてい る。す なわちオ トテー ルは，α'の運指 にあた

り，右薬指 を5と6の 指孔の 間に置 くように指示 していて，この ように薬

指 を使 う理由 を，右小指 を足部の装飾部分付近 に置 くそれ と同 じと述べ た

上で，楽器 を安定 して持つ ことがで きるためだけでな く，他 の指 を より容

易 に運指 す るこ とがで きるため としてい る。q6>ち な みに，現存 す るオ ト

テールに よる楽器 の数 は少 ないが，(17)これ らに は象 牙か ら造 られて い る

ジ ョイ ン トや装飾品が多分 に使用 されていて，オ トテールの楽器がかな り

重い ものであ った とい うこ とが判 る。 また この ことは，当時の絵 画や教則

h4)”Le petit Doigt pose sur la Flute， entre le fixieme trou&la moulure de la

 pate.”Hotteterre， Principes， p.2参 照 。

(15)Ibid.， PP.4-9参 照 。

(16)“11faut alors mettre le sixieme Doigt entre le   icinquieme&sixieme trou， ce

 qui ne sert(aussi-bien que la situation du petit Doigt)que pour tenir la

 Flute en etat，&ce qui est neanmoins important pour la liberte des Doigts.”

 Ibid.， P.7参 照 。

(17)オ トテ ー ル に よ る フ ル ー トの 現 存 数 は ， 最 近 の 研 究 に よ り こ れ ま で 考 え ら れ

 て い た 以 上 に 少 な い こ と が 判 っ て い る 。Ardal Powell， “The Hotteterre Flute：

 Six Replicas in Search of a Myth， ”Journal of the American Musicological

 Societ：y 49(1996)， pp.225-63参 照 。
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本 の挿絵 に見 られる，オ トテールに よって制作 された と推測で きる楽器か

らも判断で きる。

 右 小指を足部継 ぎ目の装飾部分周辺 に常時置いてお くと， いざキーを押

さえ ようとした とき，右小指 をリフ トしてキーのあ る場所 まで移動す る と

い う作 業が伴 うとい う欠点 もある。 これ ら一連の動作 は，か な り時 間を要

する ことで，速い音が含 まれてい るパ ッセー ジにおいて は不適 当 とも考 え

る ことがで きる。(1H)しか しあ えてオ トテー ルは， この ような無駄 ともい

える動作が必 要 とな る場 所 を，右小 指 の置 き場 所 と した。 明 らかに これ

は，オ トテールが，楽器の均衡 を保つだけで な く， さ らには小指以外 の指

を より自由に動 かすためには，右小指 を支 えと して使用す るこ とが不可 欠

である と判 断 したか らである。その一方オ トテー ルは，下で詳 しく述べ る

が，で きるだ けキー を使用 しない運指 を好 んだ と考 える こ とがで きる の

で，右 小指をキーの上に常 時置いてお くとい うことは認め なか った。その

代 わ りとして，右 小指をキーの付近に置 くとい うことで，楽器のバ ラ ンス

の問題に対処 した。

 クヴ ァンツに よる教則本の中で，彼 自身 は推奨 して いないが，右小指 を

楽器の支え として用いる ことが， フルー ト演奏 を職業 としている人々の間

で も習慣 として行 われてい たこ とを証言 して い る。(19)また ，同様 の こ と

が， トロム リッツの世代の フルー ト演奏者 に も見 られ たこ とが，彼の著書

の中で示唆 されて いる。(20)これ らの 証言 には， フルー トを構 えた と き，

(18)ち な み に トロ ム リ ッツ は ， オ トテ ー ル が 述 べ て い る よ う な 右 小 指 の 用 い 方

 は ， 速 い パ ッセ ー ジ な ど に 対 応 で き な い と い う理 由 か ら 推 奨 して い な い。

 Tromlitz. Ausfiihrlicher， 第3章 ， 第7節 参 照 。 ま た， ミ シ ェ ル ・コ レ ッ ト

 (Michel Corrette，1709-1795)は ，右 小 指 を楽 器 上 の どこ か に 置 くの で は な く，

 いつ で もキ ー を押 さえ る こ とが で き る よ う に， この 指 を伸 ば して準 備 して お く

 こ と と し て い る 。Michel Corrette， Methode pour apprendre aisement a jouer

 de la flute trauersiere(Paris：Bovin and Le Clerc， C.1734)，pp。8-9参 照 。

〈19)Quantz.， Versuch， 第2章 ， 第9節 参 照 。

(20)Tromlitz， Ausfuhrlicher， 第3章 ， 第7節 参 照 。
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楽 器 の均衡 を保つ ことが容易で はなか った とい うこ とが反映 されている。

さらには， ルネッサ ンス ・フルー トの運指 の中に も，バ ラ ンス取 りの困難

さを窺 う ことが で きる。前 述 した よ うに，ル ネ ッサ ンス ・フルー トには

キー が設け られ てい なかった ので，右小指 が運 指 に用い られ るこ とはな

か った。 したが って，右小指がバ ラ ンス取 りに使 われていた場合 もあった

ことが推測で きる。 これ に加 え， ルネ ッサ ンス ・フルー トでは，右薬 指 も

楽器の均衡 を保つの に重要 な役割 を担 っていたこ とが ，当時の主な運指表

か ら読 み とるこ とが で きる。(21)す な わち， これ らの運 指表 に よる と，ル

ネッサ ンス ・フルー トの演奏 に際 しては，右薬指が必要以上 に用 い られる

こともあ った。 この ことか ら，右小指で はな く， もしくはこれに加 え右 薬

指が楽 器のバ ラ ンス を取 る役 目を担 って いた可能性 もあ る。いず れ にせ

よ，18世 紀 におい て，右手 の指 を用 いて楽器の バ ラ ンス を取 る とい うこ

とが現実的であ ると考 えていた フルー ト奏者 は， 間違 いな く存在 した。

キーをバ ランス取 りに使 う欠点

 ク ヴ ァンツ， オ トテール，そ して トロム リ ッツな ど，18世 紀教 則本 の

著者達の多 くは，バ ロ ック ・フルー トを構 えた とき，楽器 の均衡 を保 つの

が困難であ るとい うことを十分 に理解 した上 で，あえて右小指 をキーの上

に置いて楽器のバ ランスを取 るということを認 めなかった。 これは，キー

をバ ランス取 りと して使用す ると，音程 の面 で弊害が生 じる可 能性 がある

か らであ る。バ ロック ・フルー トには， キーの使用 ・不使用 に関係 な く音

程 に影響が 出ない音が多数存在す ることはす でに述べ たが ，これ らとは逆

に，キー を押 さえると音程が著 しく変化 して しまう音 もい くつ かある。 こ

れ らの音 は，キ ーが設 けて ある7つ 目の穴 に近い，4，5，6い ずれ か

の指孔 が閉 ざされ る運指 を伴 った もの であ る。代表的 な もの として は，e，

(21)16世 紀 と17世 紀 に 書 か れ た ， ル ネ ッサ ンス ・フル ー トの た め の 主 な 運 指 表

 は，Solum， The Early Flute， pp.30-33に 収 め られ て い る。
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君 〆ζ尸な どが あ り， これ らの音 を奏 で るため には，7つ 目の 穴が塞 がれ

ていない と音 程が高 くな りす ぎて しまうので， キーの使用が認め られ るこ

とは決 してない。 しか しなが ら， クヴァンツそ して トロムリッツは，右小

指 で楽器のバ ランス を取 りなが ら演奏す る奏者 は，特 に速 いパ ッセージ内

にある，キー を使 用する と本来の音程か らかけ離れて しまう音 を， キーを

押 さた ま まで奏 で る傾 向 があ る とい うこ とを証 言 して い る。(22)こ こ に

は，右小指 をバ ランス取 りとして使用す ると， この小 さな指 に必要以上の

負担 が加 わる ことが多 く，結果，柔軟性 をもって右小指 を用 いることが で

きない とい う， クヴァンツや トロム リッツの考 え方が反映 され ている。

キーを用 いても音程 に影響 が出ない音に右小指 を使 用す る意図

 18世 紀 に書 かれた教則 本の中 には， クヴ ァンツや オ トテ ール な どとは

異 な り， キーの使用 によ り音 程 に変化が 見 られない音 の運 指 につ い て，

キー を用 いて も用い な くて もどち らで もよい とす る もの もあ る。(23)これ

らに加 え，キー によ り音程 に変化が現れ ない音の ため に， キーを押 さえる

ことを，つ ま りは右小指 の使用 をあえて推 奨 してい る教則 本の著者 もい

る。その中で，右小指の運指 につ いて最 も詳細 に述べ ているのは， おそ ら

くトロム リッツか と思われ る。彼 は，バ ロ ック ・フルー トが奏 でるこ とが

で きる音の大半 について，運指上の注意 を述べて いるが， その一環 として

キーの使用方法 について も語 ってい る。 ここの部分 で，最初 に， キー とこ

れに よ り音程 に変化が現れ ない音 についての記述が 見 られるの は，g'の 運

指が説明 されてい るところであ る。 ここで トロム リッツは， この音 の演奏

に際 してキーの使用 を推奨 してい る。その理 由と して，キーを押 さえるこ

とに よ り， この音 を明 る くそ して力強 くす ることが で きる というこ とを挙

(22)Quantz， Versuch， 第2章 ， 第9節 お よ びTromlitz. Ausfiihrlicher， 第3章 ，

 第7節 参 照 。

(23)こ の よ う な 運 指 表 は ，Mahout， Nouvelle Methodeな ど に 見 ら れ る 。
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げ て い る。(24>その …方 トロム リッツは，α'につい て全 く正 反対 の こ とを

述べて いる。す なわち，α'を奏でる ときは，キー を使用 しない こ とで， よ

り輪郭 のあ る明るい音 を得 る ことが で きる と してい る。(25)b'お よ びb” に

つ いては，g'お よび α'にお いての 見解 とは また異 なる ものが示 され てい

る。 キーは，b'とb” の場合 ，使 用 して も しな くて も，音質 お よび音程 に

全 く影 響 が 出 な い と して いて， キ ー の使 用 に 制 限 が 設 け られ て い な

い。(26)いず れの運 指 にお いて，右 小指 を用 いるか用 い ないか とい うこ と

は， トロム リッツの場合， よ り良い音 質が得 られるかに よって判 断 されて

い る。 しか しなが ら，彼 に とってキーを使用す る理 由には，楽器のバ ラン

スを取 るとい うことが含 まれて いない。

 トロム リッツは， 自分で楽器製作 を行 っていて，彼 の運指 方法 が，彼 の

楽器 に最 も適 して いる ものであ った とい うこ とは容易 に想像 で きる。 した

が って，彼が推奨す る右小指の使 い方 は，彼が製作 した， もしくは彼 のデ

ザ イ ンに基づ いた楽 器 には適合 して い るが，必 ず し も， あ らゆるバ ロ ッ

ク ・フルー トにお いて，彼 の運指方法 を用 いて彼 が唱えている効果が期待

で きる とは断定で きない。 クヴ ァンツを含 む18世 紀 に書 かれた教則本 の

著者達の多 くは， キーによ り音程 に変化が 出ない音 の運指において，キー

の使用 によ り何か を求め る とい うこ とはなかった。

 18世 紀 の教則 本か らは見 出す ことはで きないが， ボー ラ ン ドは，以 下

の ようなの状況下で は，右小指 をキーの上 に置いておいて もか まわ ない と

譜例1 キーを押さえたままで演奏できるパッセージ

t

(24)Tromlitz， Ausfzihrlicher， 第3章 ， 第7節 参 照 。

(25)Ibid.， 第3章 ， 第10節 参 照 。

(2s)Ibid.， 第3章 ， 第13節 参 照 。 なお トロ ム リ ッツ は， b'お よ びb” を 奏 で る 場

 合 ， キ ー が楽 器 の バ ラ ンス取 り と して 使 用 され る こ とが あ る と証 言 して い て ，

 こ こ で は ， こ の よう な キ ー の 使 用 方 法 を 否 定 して い な い 。
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譜例2 トリルを含むパ ッセージ

       か塑
している。 まず，速い音 を含んだパ ッセー ジにおいて， キー を使用 しない

と奏 でる ことがで きない音 が，キーに よ り音程 に変化が生 じない音 を囲 む

ような形 で現 れ る場合(譜 例1参 照)。(27)つ ま り， この ようなパ ッセー ジ

がア レグ ロで書 かれている とき，演奏者は，通常キー を使用 して奏で られ

る ノ'一sharpとc'” だ けでな く， これ らの間にあ る， キーを用い な くとも発

す る ことので きる音 に対 して もキー を押 さえて演 奏す ると，右小指 をリフ

トす る とい う無駄 な動作 を省 くこととな り，スムーズな運指が行 える。 こ

の とき，この ような運指 方法 を用 いる ことで， このパ ッセー ジ全体の音程

に何 ら悪 い影響 は出ない。 この ような概 念は，決 してボー ラン ド独 自なも

のでは ない。 クヴ ァンツや トロム リ ッツを始 め，多 くの18世 紀教則 本の

著者達 は，様 々に簡略化 された運指 を，特 に速いパ ッセー ジにおいて用い

るこ とを推奨 している。

 さ らにボー ラン ドは， トリル を含むパ ッセー ジにおいて も，音程 に変化

が生 じなければ，キーを押 さえた ままに してお くことがで きるとしてい る

(譜例2参 照)。 これに より， トリルの際，指 をかな りの速度で動かす とい

うこ とを行 って も，楽器 を安 定 さてお くことがで きるとしてい る。 しか し

なが らこれ は， クヴ ァンツを含 む多 くの18世 紀 教則 本の著者 によ り否定

された，キーをバ ラ ンス取 りとして用 いる とい うことに共通 してい る。 ト

リルを含 むパ ッセージが ，譜例 にある ように終 止 され る場 合は， これ以降

キーの使用 によ り音程 を狂 わす こ とはないが， トリルが断続的 に用い られ

ているよ うな場所 では， キーを必要 以上 に押 し続 けて しまう可能性 もあ る

ので，演奏者 には注意が必要 か と思 われる。

(2z)Boland， Method， p.57参 照 。
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オ トテ ールの キーに対 する考 え方

 オ トテールが， キーをバ ラ ンス取 りのために使用す ることを認めてい な

かった ことはす でに述べ たが，彼 に よる運指表 を詳 し く検証 してみ ると，

オ トテールは，あ らゆ る音の運指 において も， キーの使用 をで きるだけ避

けたか ったので はないか とい うこ とが推測 で きる(図2参 照)。 オ トテー

ルは，運指表の中で，指お よびキー によ り指孔が塞が れるべ きところは塗

りつぶ した丸で， オー プンで あるべ きところは中抜 きの丸を用いて表 して

い る。 この表で明 らか なように，キーを押 さえる必要のある音は，全部で

7つ あ る。 これ らの音 は，すべ てキーを使用 しない と発 す るこ とがで きな

いよ うに なってい る。(28)これ らの音 の内，バ ロック ・フルー トの基 調で

ある二長調 に属 している ものだけを最初の2オ クター ブの範囲で見てみ る

と，キー を必要 とす るの は，わずか に3つ とな る(f-sharp， ズ'一sharp， そ

してc'”一sharp)。 こ れ らの数は，他 の教 則本 にあ る運 指表 と比 較す る と少

ない。他の教則本 に見 られ る運指表の ほ とん どは， キーの使用 を必要 とす

る音 と して， オ トテー ルが示 した7つ のほか，少な くとも3つ が加 えられ

てい る。最 初2オ ク ター ブ にお け る二長 調 に属 して い る音 だ け でみ れ

図2 Principesに 掲 載 され て い る オ トテ ー ル の 運 指 表(抜 粋)

 万 ぐκ瓧μ 凌 加如 あ 伽ロφ」酬 の膨 凌 〃 ≧の・篇 脚 脚 』ア〃 翩 解妬 μアσ 祕 伽 ・m-r

(28)オ トテ ー ル の 教 則 本 に は 記 述 が 見 当 た らな い が ， 唯JC'” 一sharpの み ，1オ

 ク ター ブ 下 のc” 一sharpと 同 じ， キ ー を使 用 し な い運 指 方 法 で 奏 で る こ と も で

 きる 。
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ば，1つ の追加 となる。 これ らの音 は，最 も頻 繁 に使 われ る音の部類 であ

る，ダ'一sharp， c'”， そ してd”'で ，数の上 では それ ほ ど多 く感 じ られ る も

のではないが，オ トテール と他 の者に よる運指 を， イ短調で書かれ た曲な

どを用いて比較 してみる と，その差は歴然であ る。例 えば，バ ッハ による

無 伴 奏 パ ル テ ィー タ(BWV 1013)イ 短 調 の1楽 章 の前 半 部 分(mm.1-

19)を 見 てみる と，一般的な運指 を用い ると， キー を押 さえる必要が ある

音 は56出 て くる。それ に対 しオ トテー ルの運指 で は， キーの使用 を必要

とする音の数は，4割 以上少ない32と なる。(29)

 オ トテールが， なぜ キーの使用 をで きるだけ避 け た運 指方法 をPrinci-

pesに 掲 載 したか は，主 に3つ 理 由が あ るか と思 わ れ る。1つ は， オ ト

テー ルが， オー ボエや リコーダーな どの他 の木管楽 器に精通 していた とい

うこ とが考 え られる。ちなみ に，Principesは 主 にバロ ック ・フルー トの

ための教則本 であるが ，そこには，オーボエ とリコー ダーの基礎的 な演奏

方法 の記述 も載せ られている。 リコー ダーの主 なタイプにはキーが備 えて

お らず ，オーボエには，キーが2つ 設置 されて いて運指方法 はフルー トに

類似 してい るが， フルー トよ りキー を使 う機会 は， はるかに少ない。 いず

れにせ よ， オーボエや リコー ダー に見 られるような運指 に慣 れていたオ ト

テー ルが， フルー トにおいての キーの使用方法 を，他 の木管楽器に準 じて

設定 していた として も不 自然で はない。2つ 目の理 由は， オテ トールが，

先 に述べた ように，右小指 に楽器 を支 える とい う役割を担 わせていたため

であ る。右小指 は，足部 の装飾部 分付 近で楽器のバ ランス を取 るの に使用

され るので，頻繁 にキーを用いるこ とが困難であった ことが考 えられ る。

そ して3つ 目の理 由は，キーが使 われる ときに発生す るノイズであ る。 こ

のこ とは，オ トテールの教則本の中では一切触れ られてい ない。 しか し，

(291バ ッハは，フルー ト作品を書くにあたって，オトテールの楽器を念頭にして

 いたとは考えにくい。しかしながら，当時，フランスで制作された楽器の影響

 は大 きく，オ トテールのデザインをある程度受け継いだフルー トが，バッハの

 周 りで使用されていた可能性はある。
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楽 器 が どの ようにメ ンテナ ンスされているか に もよるが，キー を押 さえた

り離 した りす る とき， わずか なが らの雑音が 出る場合 がある。 この ような

雑音 は，特 にオー ボエの大 きい方 のキーを操作す る とき，その特徴 あ る仕

組みの ため， よ り明確 になって表 れる。 いず れにせ よ， この ような雑音の

音量 は， さほ どあ るわけで はな く，音楽 の進行 に障害 をもた らすわけでは

ないが，それで も演奏の妨 げになる と捉 えている現代 の奏 者 もい る。そ し

て この ようなノイズを回避す るのに最 も有効 な手段 は，キーの使用 をで き

るだけ避 けるこ とで ある。

クヴァンツの所見

 こ こで改めて， クヴ ァンツに よるキーに対す る所 見 を検 討 してみ る。以

下 は， クヴ ァンツが，Versuchの 中 でキーの使 用について述べてい る部分

で ある。

 フル ー トを支 え る際 に， 右 手 で 左 手 を助 け た り しな い よ うに 注 意 す る よ

うに 。 さ ら に， フ ルー トを固 定 し よ う と して， キ ーが 閉 ざ され て い な け れ

ば な ら ない と き に， キ ー の1つ を押 さ え た ま ま に しな い よ うに 注 意 す る よ

うに 。 この よ う な誤 っ た奏 法 は， この 楽 器 を専 門 と して い る 多 くの 人 々 の

問 で 行 わ れ て い る。 しか しこれ は， 有 害 な習 慣 で あ る。 とい うの は ， 両 手

を交 互 に 用 い ね ば な ら な い よ う な速 いパ ッセ ー ジ で は ， 小指 を キ ー の 上 に

置 き っ ぱ な し に し て お く と，e，e'～君 ズ'は1コ ン マ ， ま た は 全 音 の1/9

ほ ど高 くな って し ま う。 しか しこ れ は ， 聞 い て い て 快 い もの で は な い 。P'

一shar ”P. g，a，b” 一flat， b”で は ， キ ー を押 さ え た ま まで か ま わ な い 。(30)

(so)”Man hute sich， mit der rechten Hand， bei Haltung der Flote， der linken zu

 Hiilfe zu kommen；noch mehr， den kleinen Finger， um die Flote fest zu hal-

 ten， auf einer von den Klappen liegen zu lassen， wenn sie geschlo(3en sein

 soll. Diesen Fehler babe ich bei sehr vielen， die von diesem Instrumente

 Werk machen， wahrgenommen. Es ist aber dieses eine schadliche Gewohn一
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 まず ここで明確 にされてい るの は， クヴ ァンツが右小指 を楽器 の支 え と

して用い ることに対 して否定的であ るというこ とである。 その理 由 として

クヴァ ンツは，先 に述べた ように，右小指 をバ ラ ンス取 りに使用す る と，

必要以上 にキー を押 さえて しまう結果 になるこ とがあ り，音程 に障害が起

きることを挙げてい る。その一方で クヴ ァンツは， キーに よって音程 に変

化が出 ない音のい くつか について は，右小指 を用 いて もよい と，補足 的に

書いてい る。 これはおそ ら く，ボー ラ ン ドが提案 している ような，速 い音

を含んだパ ッセー ジなどにおいて，運指 を簡略化す るために， キーの必要

が ない音 についてキー を押 さえた ままに して演奏す るこ とが で きる とい う

ことを示唆 してい るか と思われ る。

  ク ヴァンッは，キー について述べてい る段落の最後の部分 で， キーの

使用 を認めてい る音 を列挙 してい るが， これ らについ て注 目すべ き点が2

つ あ る。1つ は，この リス トに 厂'一sharpが 含 まれているこ とであ る。つ ま

りクヴァンツは， この音の運指 に関 して，特別 な状況下 を除 いて キーの使

用 を認 めてい ないこ とに なる(図3参 照)。 この音 は，他の ほ とん どの教

則本 において第1オ クター ブにあ るf-sharp同 様 ，キー を用いてのみ演奏

す ることとなってい る。 なぜ な らばこの音 は，楽器 の構造上音程 が低 くな

る傾向 にあ り，場合 によって は， キー を使用 して も正確 な音が 出せ ないこ

ともある。 クヴァ ンツが なぜ キ ー を用 いな い運指 をノ'一sharpに 求 め たか

とい うことを理解す るには，彼が製作 したフルー トを検証 してみる必要 が

heit. Denn， wenn man in geschwinden Pa(3agien， wo eine Hand um die an-

dere wechselsweise arbeitet， bei dem ein-und zweigestrichenen G， and bei

dem ein-und zweigestrichenen F，(siebe die Fingerordnung der Flote)den

kleinen Finger auf der Klappe lingen la(3t， and sie folglich offen behalt：so

werden diese Tone dadurch um ein Komma， oder ein Neuntheil eines Tones

zu hoch：welches aber dem Gehore kein Vergnugen macht. Zu dem

zweigestrichenen Fis， G， A， B， H， schadet das Eroffnen der Klappe nichts.”

Quantz， Versuch， 第2章 ， 第9節 。
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クヴァンツによる運指表(抜 粋)
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あ る。

 ク ヴ ァンツの フルー トは，18世 紀 の ほ とん どの楽器 とは異 な り， キー

が2つ 備 え られ ていた(図4参 照)。 これは，図例 にある彼の運指 表 にお

いて，7と8と い う2つ の数字がキーの運指 を表 してい るこ とか らも明 ら

かであ る。 この2つ の キー は，楽器の イラス トにある ように，ほぼ同 じよ

うな位 置 に並 んで設 け られて いた。短い方 の キーが，他 の楽器 に見 られ

る， いわゆるE-flatキ ー で，長 い方が，後 に トロム リッツに模 倣 され る こ

と とな ったが， クヴ ァンツに よる楽器特 有 のD-sharpキ ー で あ る。 これ

らの キーは，20世 紀 にな って普遍 的に用 い られ るよ うに なった平 均律 に

おいて音程が 同 じとなる，E-flatとD-sharpを ，音 程的 に区別す るた めに

設 け られた。す なわち，D-sharpキ ー で 開閉す る穴 は， E-flatキ ー のた め

の 穴 よ りわずか なが ら小 さ く開 け られて お り，音 程的 にD-sharpは ， E一

且atよ り低 くなるよ うになってい る。 これ は， クヴ ァンツを含む当時の 多

くの演奏家達が，長3度 の イ ンター ヴ ァルにつ いて， 自然 界に存在す る，

純粋 な音程 に で きる だけ近 い もの に したか っ た とい う意 思 の表 れ で あ

る。(31)いず れ にせ よクヴ ァンッは，彼の フル ー トにキーが2つ 備 えてあ

るとい うこ とが，他の楽器 には見 られない大 きな特徴 の1つ である とい う

ことを自覚 してい た。そ して彼 は， この特異 な機能 はで きるだけ有効 的に

活用 され るべ きだ と考 えてい たこ とは間違 いない。

 2つ 目の キー(D-sharpキ ー)に つ いて クヴ ァンツは，多 くの人が想像

してい るの とは違い， これ を運指す るこ とは決 して困難 なこ とではない と

証言 してい る。 しか し，右小指 を異 なった2つ の場所 で用 いるこ とは容 易

な ことで はない。特 に問題 となるの は，E-flatキ ー か らD-sharpキ ー へ の

移動 を伴 う運指が必要 になるパ ッセ ージであ る。 クヴ ァンツの運指 方法 で

は，D-sharpキ ー は， d'一sharp，α'一sharp， d”一sharp， そ し てg” 一sharpの4

(31， ク ヴ ァ ン ツ は，2つ の キ ー に対 す る 考 え 方 な ど をVersuchの 中 で 詳 し く述 べ

 て い る。Ibid.， 第3章 ， 第9節 か ら第11節 。
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つ の 音 に対 してのみ使用 され るこ とになって いる。 これ らの音が ，一般 的

に はE-flatキ ー を用 い て奏 で られ るF-sharpと 並 ん で 出 て くる ケ ー ス

は，18世 紀 の音楽 において は頻 繁 にあ る。 この 問題 は， トロム リッツに

よって も指摘 されてい る。(32)ト ロ ム リ ッツ は， この問題 の対処 の仕方 と

して，D-sharpが 多 く出て くる調子 においては，キーが必 要 となる音 すべ

ての運指 にお いて，E-flatキ ー で はな くD-sharpキ ー を使 用す るこ とを薦

めている。 クヴ ァンツの教 則本には， トロム リッツが提 案 してい るような

解決策 を見出す ことはで きない。 しか しクヴァンツは， フルー トの デザ イ

ンを，いず れのキー も使 用 しないでF-sharpが 奏 で られ るようにす るこ と

で，運指 の困難 さを和 らげていた可能性 はあ る。実際 にクヴ ァンツのデザ

インを踏襲 した楽器 で，キーな しでF-sharpを 運 指 してみ る と， D-sharp

キ ー の使い勝手が飛躍的 に良 くなることは容易 に確認 で きる。

 ク ヴァンッがキー に対す る彼の所見 を述べ てい るところで注 目で きる2

つ 目の点 は， キー を押 さえたままに してよい とされている音 が，第2オ ク

ターブに属 している もののみ となっていて，第1オ クターブの音が除外 さ

れてい るところ にあ る。 なぜ クヴ ァンツが第1オ ク ターブの音 に対 して

キーの使用 を認 めていないのかを理解 するにあたっては，やは り彼の楽器

の構 造 を考 える必要が あ る。彼 の楽器 は，彼 自身がVersuchの 中 で証言

している ように，第1オ クターブの音程が，第2オ クター ブのそれ と比較

して低 く設 定 されて いる。(33)こ れ は，中高音 の音 に対 して貧 弱 にな りが

ちなフルー トの低 音に，厚み を加 える意味 もあ るか と思 われ る。低 く設定

されて いる低 音域の音 を正 しい音 程 で演奏す るには， クヴ ァンツに よる

と，中高域 の音 を演奏す ると きよ りも息 を強 く吹 き込 まなけれ ばな らな

い。 これ によ り低音域の音程 は上が り，それ と同時 に音 質 も力 強い豊かな

もの になる。 しか しなが ら， この ような演奏方法 で低音域 においてキーを

(32)Tromlitz， Ausfuhrlicher， 第3章 ， 第24節 参 照 。

(33)Quantz， Versuch， 第4章 ， 第15節 参 照 。
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用 い る と，音程お よび音 質に，求 めた以上 の変化 が生 じる可 能性 があるの

で， クヴ ァンツは，第1オ ク ターブの音 に対 して，例 えそれ らがキーに よ

り音程 に影響 が出に くい ものであって も，その使用は認めなかった と考え

るこ とがで きる。

 以 上の ように，ク ヴァ ンツの楽 器 は，他 の製作 者 に よるバ ロ ック ・フ

ルー トと比 較 して，決 して 典型的 な もので はなか った こ とが判 る。 した

が って， クヴ ァンツの運指 表 を追 うだけで は，彼 の楽器 を使 用 しない限

り， どの ように右小指 を運指す るべ きなのか は，正確 に判断で きない。

まとめ

  今 日のバロック ・フルー トの奏者は，右小指の運指方法 について18

世紀に書かれた教則本か ら多 くの情報を得ることができる。 しかし，その

情報は，ときには矛盾するものもあり，それを表面的に観察するだけで

は，そこか ら正確な運指方法を導 き出すことはできない。まず考慮しなく

てはならないのは，演奏に使用する楽器の特徴である。具体的には，キー

により音程に影響が出ない音 を奏でる際，キーを用いたことにより音質に

変化が起 きるかなどのことを把握しなくてはならない。また，使用する楽

器が，オ トテールやクヴァンツなどによるフルー トと，基本的なデザイン

の面で共有していることがあるのかということも考える必要がある。 もし

そのような傾向が見られた場合は，彼らの運指方法を参考にすることがで

きる。しか し，オトテールの運指方法やクヴァンツによる楽器の構造は，

決 して典型的なものと見なすことがで きないので，この2人 の影響を受け

ていない楽器を使用する場合は，他の著者による教則本を視野に入れなく

てはならない。ただし，18世 紀に書かれた教則本で共通 して謳われてい

ることは，キーを運指の簡易さを求めるなどの理由で押 さえることは容認

されているものの，今日におけるバロック ・フルー ト奏者の多くが行って

いる，右小指をキーの上に置いて楽器のバランスを取るということは避け

るべ きであるということである。


